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１ 総 括

１－１ 業務の概要

近年の技術革新の進展や著しい技術の先端化に伴い，公設試験研究機関においては研究開発，技術支援の高度化が

ますます強く要請されている。このため，地域産業の「技術的拠りどころ」としての機能を果たしていくためには，

生産・加工システム，地域資源の高度利用，新素材・新材料，バイオ・食品，環境・生活・デザイン及び電子・情報

などの研究開発が不可欠であり，これらの研究開発を推進することによって，技術水準の高度化を促進し，地域資源

や開発した技術の活用による新製品・新商品の開発を行い，新たな産業興しを図る必要がある。

業務の概要としては，県内中小企業を主対象とする技術相談・支援業務，依頼分析・試験業務及び工業技術に資す

る研究開発業務を主要業務とするほか，ＪＤｒｅａｍⅡ，ＰＡＴＯＬＩＳなど技術情報データベースのオンライン検

索による情報提供，センター独自のシステムである全国工業系国公立試験研究機関の研究報告をデータベース化した

研究報告サービスシステム「メビウス」，メール配信サービス「ＫＩＴ－ｅｎｅｗｓ」等地域企業への情報提供業務

の強化に努めており，インターネットのホームページを活用して積極的に情報発信を行っている。また，産学官が自

由に設備を利用できる開放型の支援施設「Ｒ＆Ｄ支援センター」を開所し，地域企業の独創的な技術開発や成長分野

への展開を円滑に推進している。

１－２ 組織と業務

庶 務 部
(1) 庶務一般に関すること。

(2) 他部の所管に属しないこと。

企 画 情 報 部
(1) 試験研究及び技術指導の企画及び総合調整に関すること。

(2) 工業技術に関する情報の調査研究及び提供に関すること。

(3) 国，地方公共団体，大学，企業等との連絡調整に関すること。

デ ザ イ ン ・ 工 芸 部
(1) 工業製品及び工芸品に関するデザインの開発研究，調査及び技術指導に関すること。

(2) 工芸品の試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(3) 工業製品及び工芸品に関し，依頼に応じて行うデザイン設計に関すること。

食 品 工 業 部
(1) 食品工業の試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(2) 微生物及び動植物細胞の食品工業的利用に関する試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(3) 食品に関し，依頼に応じて行う分析及び試験に関すること。

化 学 ・ 環 境 部
(1) 化学及び環境関連工業の試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(2) 繊維及び染色に関する試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(3) 化学に関し，依頼に応じて行う分析，試験及び加工に関すること。

素 材 開 発 部
(1) 窯業及び金属工業の試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(2) 新素材及び複合材料の試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(3) 窯業及び金属に関し，依頼に応じて行う分析，試験及び加工に関すること。

機 械 技 術 部
(1) 機械工業の試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(2) 機械に関し，依頼に応じて行う分析，試験及び検査測定に関すること。

電 子 部
(1) 電子技術に関する試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(2) 情報処理技術及び通信技術の試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(3) 電子機器に関し，依頼に応じて行う試験及び検査測定に関すること。

木 材 工 業 部
(1) 木材工業の試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(2) 木材に関し，依頼に応じて行う分析，試験及び加工に関すること。
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１－３ 沿 革

大正１２年 昭和２１年 昭和２４年 昭和２８年 昭和４３年 昭和６２年

工業試験場 工芸指導所 工業試験場 工業試験場 工業試験場 工業技術センター

機械金属技術指導センター

木材工業試験場

大正12年 4月 鹿児島市高麗町に工業試験場を設立し，染色，機織の２部を設置

昭和 4年 6月 鹿児島市原良町に移転

原料糸検査，醸造，玉糸製糸，撚糸，図案の各部を増設

昭和15年 4月 窯業部を増設

昭和17年 1月 木工，化学部を増設

昭和21年 4月 工業試験場に木工養成所を併設

昭和21年12月 工芸指導所と改称し，庶務，化学，窯業及び工芸振興の４部に改編

昭和23年 1月 竹工部を増設

昭和24年 4月 工業試験場と改称し，庶務，化学，及び工芸（木工，竹工，窯業）に改編

昭和26年 4月 発酵工業部を新設

昭和27年 4月 工芸部より木竹工部を分離・新設，揖宿郡指宿町（現 指宿市）に指宿分場を設置

昭和28年 4月 木竹工部と木工養成所を工業試験場より分離して木材工業試験場を設置

昭和34年11月 鹿児島市武町に移転

昭和38年 6月 指宿分場を廃止

昭和39年 4月 工芸部を窯業部に改め，化学部に機械金属班を設置

昭和43年 2月 工業試験場の新庁舎竣工

昭和43年 8月 機械金属班を分離して鹿児島市宇宿町に機械金属技術指導センターを設立

昭和48年 3月 鹿児島市東開町に木材工業試験場を移転

昭和62年12月 工業試験場，機械金属技術指導センター及び木材工業試験場を再編・統合し，現住所に工業

技術センターを設立，庶務，企画情報(室)，デザイン開発(室)，食品工業，化学，窯業，機械

金属，電子，木材工業の２室７部に改編

平成 8年 4月 組織改編により庶務，企画情報，デザイン・工芸，食品工業，化学，素材開発，機械技術，

電子，木材工業の９部制発足

平成 9年 3月 知的所有権センター開所

平成 9年12月 システム技術開発センター開所

平成10年 7月 Ｒ＆Ｄ支援センター開所

平成13年 4月 化学部を化学・環境部に改編
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１－４ 機 構

（平成１８年４月１日現在）１ － ４ － １ 組 織 と 職 員 配 置

所 長(技) 副所長(技) 庶 務 部 藤 崎 真 吾総務課長(事)

濵石 和人 神野 好孝 部 長(事) 白石 重行 川 崎 幸 信主幹兼総務係長(事)

主 査 久保園 隆

副所長(技) 主 事 中 村 優 子

(企画情報部長を兼務) 〃 竹之内 正 和

前野 一朗 運 転 技 師 原 良 一

企画情報部 主任研究員 市 来 浩 一

部 長(技) 〃 久 保 敦

(副所長が兼務) 研 究 員 松 田 豪 彦

立 園 直企画情報専門員(非)

デザイン・工芸部 所 付 惠 原 要

部 長(技) 上原 守峰 主任研究員 藤 田 純 一

〃 山 田 淳 人

技術補佐員 澤 崎 ひとみ

食品工業部 主任研究員 瀬戸口 眞 治

部 長(技) 西元 研了 〃 松 永 一 彦

〃 安 藤 義 則

技術補佐員 亀 澤 浩 幸

〃 下 野 かおり

化学・環境部 主任研究員 日 髙 富 男

部 長(技) 新村 孝善 〃 向 吉 郁 朗

〃 安 藤 浩 毅

研 究 員 小 幡 透

技術補佐員 古 川 郁 子

〃 西 和 枝

素材開発部 主任研究員 袖 山 研 一

部 長(技) 中村 俊一 〃 桑原田 聡

〃 吉 村 幸 雄

〃 瀬 知 啓 久

機械技術部 主任研究員 瀬戸口 正 和

部 長(技) 森田 春美 〃 南 晃

〃 牟 ・ 雄 二

〃 岩 本 竜 一

電 子 部 主任研究員 仮 屋 一 昭

部 長(技) 永吉 弘己 〃 尾 前 宏

〃 上 薗 剛

木材工業部 主任研究員 山之内 清 竜

部 長(技) 山角 達也 〃 福 留 重 人

〃 小 原 誠
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１ － ４ － ２ 職 員 現 況 表
（平成１８年４月１日現在）

区 分 事 務 職 技 術 職 現 業 職 計 非常勤職員 備 考

庶 務 部 6 2 1 9 所長・副所長を含む

企 画 情 報 部 4 4 1

デザイン・工芸部 4 1 5

食 品 工 業 部 4 2 6

化 学 ・ 環 境 部 5 2 7

素 材 開 発 部 5 5

機 械 技 術 部 5 5

電 子 部 4 4

木 材 工 業 部 4 4

計 6 37 6 49 1

１ － ４ － ３ 人 事 異 動
（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）

発令年月日 氏 名 新 任 旧 任 備 考

H18. 4. 1 濵 石 和 人 所長 商工労働部参事 転 入
(研究開発業務調整担当)

久保園 隆 庶務部主査 危機管理局危機管理防災課主査

竹之内 正 和 庶務部主事 大口土木事務所道路整備員

松 永 一 彦 食品工業部主任研究員 大島紬技術指導センター主任研究員

神 野 好 孝 副所長 副所長(兼)企画情報部長 所内異動

前 野 一 朗 副所長(兼)企画情報部長 食品工業部長

西 元 研 了 食品工業部長 化学・環境部主任研究員

間世田 春作 商工労働部参事 副所長 転 出
(研究開発業務調整担当)

田 中 恵美子 大島支庁瀬戸内事務所主査 庶務部主査

中 村 寿 一 商工労働部参事付 企画情報部主任研究員
かごしま産業支援センター(鹿児島市駐在)

髙 峯 和 則 鹿児島大学 食品工業部主任研究員

鵜 木 隆 文 鹿屋保健所技術主査 食品工業部主任研究員

田 島 英 俊 林務水産部林業振興課技術主査 木材工業部研究員

H19. 3.31 濵 石 和 人 所長 退 職

藤 崎 真 吾 総務課長



- 5 -

平成１８年度・業務報告
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

１－５ 規 模

１ － ５ － １ 土 地 ・ 建 物
土 地 面 積 60,889.02 ㎡

建物延べ面積 16,580.17 ㎡

面 積 内 訳
区 分

(単位㎡) 階別 面積(単位㎡) 備 考

地階 911.49 機械室，中央監視盤室 他

庶務部，企画情報部，会議室

管 理 研 究 棟 １階 2,884.14 研究員室，ショールーム

知的所有権センター 他

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 デザイン･工芸部，食品工業部

地 下 １階 9,790.29 ２階 3,097.77 化学･環境部，素材開発部

地 上 ３階 電子部，電子計算機室

デザイン･工芸部，化学･環境部

３階 2,540.82 素材開発部，機械技術部

木材工業部，Ｒ＆Ｄ支援センター

棟屋 356.07 機械室

食品・化学実験棟 656.10 １階 656.10 食品工業部，化学・環境部

実 験 棟 窯 業 実 験 棟 951.35 １階 951.35 デザイン･工芸部，素材開発部

機械金属 実験棟 1,640.25 １階 1,640.25 素材開発部，機械技術部

鉄 骨 造 木材工業 実験棟 1,541.84 １階 1,541.84 デザイン・工芸部，化学・環境部

平 屋 建 素材開発部，木材工業部

システム技術開発センター 産学官共同研究室

木造(一部鉄筋コンクリート造) 1,058.51 １階 1,058.51 実験シミュレーション室

平屋建 制御測定室，試作研究室

そ の 他 付 属 棟 1,026.65 941.83 浄化槽機械室，車庫 他

１ － ５ － ２ 配 置 図

食品化学
実験棟

窯業
実験棟

機械金属
実験棟

木材工業
実験棟

管理研究棟

駐車場

駐車場

駐車場

調整池

ソフトボール場

テニスコート

蒸発散施設

県道

システム
技術開発
センター
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１－６ 決 算

（単位：円）１ － ６ － １ 歳 入

款 項 目 収 入 額 備 考

使 用 料 商 工 使 用 料 2,710,100
使用料及び手数料

手 数 料 商 工 手 数 料 5,968,740

財 産 収 入 財 産 売 払 収 入 生産物売払収入 1,167,000

受 託 事 業 収 入 商工受託事業収入 3,809,150
諸 収 入

雑 入 雑 入 7 3 , 6 6 2

合 計 13,728,652

１ － ６ － ２ 歳 出 （単位：円）

款 項 目 支 出 額 備 考

総 務 費 総 務 管 理 費 人 事 管 理 費 374 , 1 4 6 人 事 課

林 業 総 務 費 18 , 6 4 4 林 業 振 興 課
農 林 水 産 業 費 林 業 費

林業振興指導費 134 , 8 6 4 林 業 振 興 課

中小企業振興費 134 , 6 0 2 産 業 立 地 課
商 工 費 工 鉱 業 費

工 業 試 験 場 費 1 6 6 , 0 5 3 , 1 2 9 産 業 立 地 課

合 計 1 6 6 , 7 1 5 , 3 8 5 （人件費を含まず）

（単位：千円）１ － ６ － ３ 補 助 事 業 等

区 分 補助事業等の名称 事 業 名 事業費 補助額 交付決定日 備 考補助率

受 託 地域新生コンソーシア 環境・生活・デザイン技術 1,190 1/1 1,190 18. 4. 3

ム研究開発事業 開発研究事業（バイオ集積

（経済産業省） 化チップの性能及び信頼性

評価）

〃 地域新生コンソーシア 新素材・新材料開発研究事 620 1/1 620 18. 4. 3

ム研究開発事業 業（高機能難燃性マグネシ

（経済産業省） ウム合金及び溶接部材の疲

労強度特性評価）

〃 先端技術を活用した農 地域資源の高度利用研究事 2,000 1/1 2,000 18.10.11

林水産研究高度化事業 業（竹建築ボードの機能性

((独)森林総合研究所) 及び付加価値の付与に必要

な製造技術の開発）

競輪補助 自転車等機械工業振興 機器整備事業（研究機器購 5,393 1/2 2,696 18. 6. 1

事業・公設工業試験研 入事業）

究所設備拡充補助事業

(日本自転車振興会）

合 計 9,203 6,506

１ － ６ － ４ 検 査 ・ 監 査 等

種 別 実 施 年 月 日 対 象 期 間 実 施 者 職 ・ 氏 名 備 考

平成17年10月～ 監査委員 本渡 克
事務監査 平成19年1月16日

平成18年9月 監査委員 福山 秀光
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（件数）１－７ 会議等への参加

試験研究機関連絡会議 4 6 1 4 3 6 1 4 4 33

学 会 - - - 3 6 1 2 1 2 15

研 究 会 ・ 講 習 会 7 8 18 26 15 11 12 10 32 139

そ の 他 42 24 21 36 15 11 6 7 17 179

※庶務部は所長・副所長を含む

１－８ 設 備

平成１８年度に設備した機器（重要物品）は，以下のとおりである。（２機種）

部 名 機 器 名 型 式 メ ー カ ー 名 備 考

機械技術部 非接触式温度測定システム ＩＲ－ＦＡ (株)チノー 競輪補

機械技術部 静的加力装置 ＭＰ－４ＡＭＰ－Ｄ 理研精機(株) 競輪補

（注）競輪補 － 競輪の補助金（日本自転車振興会からの交付）により購入したもの
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